
編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

　
江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
の
方

は
、
議
会
開
催
日
に
本
庁
３

階
の
議
会
事
務
局
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

　
議
会
に
対
し
て
陳
情
な
ど

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
陳
情
と
は
、
特
定
の
事

項
に
つ
い
て
議
会
な
ど
に
実

情
を
訴
え
、
適
切
な
措
置
を

要
望
す
る
こ
と
で
す
。

■編集・発行責任者

議　　長　

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

鍛治  恵巳子
坂手 　 洋介
植田　  好雄
多田 　 伸治
山根  兼三郎
河野　  正行
永岡　  静馬

森脇     悦朗

市議会だより（令和元年８月１日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
［ ホームページアドレス ］ http://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai （江津市HP内）

ごうつ

2019.8
No.140

請
願
・
陳
情
締
切
／
８
月
22
日
午
前
中
ま
で

次
回
９
月
定
例
会 

題字：■■ ■■さん（■■小学校■年）
■■ ■ ■■ ■

　
６
月
定
例
会
で
は
、米
軍
の
低
空
飛
行

と
国
民
健
康
保
険
へ
の
国
の
支
援
に
つ

い
て
、議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
が
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
、国
の
関
係
機
関
へ
送

付
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
の
議
会
報
告
会
で
は
、参
加
し
た

方
か
ら
市
議
会
の
自
主
性
・
議
員
提
案
に

つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。直

後
の
定
例
会
で
、市
民
の
み
な
さ
ん
の
安

全
安
心
や
市
の
国
保
財
政
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
、市
議
会
と
し
て
協
議
・
合

意
形
成
で
き
、解
決
に
向
け
て
わ
ず
か
で

す
が
前
進
で
き
ま
し
た
。今
後
も
市
民
の

み
な
さ
ん
の
声
を
も
と
に
、市
議
会
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
多
田
　
伸
治
）

※開始時間は予定です。

パパＩターン★ママUターン
★ボク産まれた～ん★ 
『新しい時代！ 希望の光』

市
議
会
だ
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

表
彰

【
全
国
市
議
会
議
長
会
】

●
一
般
表
彰

　（
議
員
15
年
以
上
）

田
中
　
直
文

藤
田
　
厚

田
中
　
直
文

森
脇
　
悦
朗

●
感
謝
状

　（
評
議
員
）

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員（
任
期
４
年
）

市
富
　
保
志
・
河
原
　
正
義

小
西
　
一
成
・
坂
越
　
智
砂
江

高
橋
　
常
盤
・
植
田
　
逸
夫

船
津
　
洋
子
・
山
本
　
洋

●
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員（
任
期
４
年
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

補
充
員
の
選
挙

　
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

議員活動レポート
ヒラメの稚魚の
体験放流（５月２８日）
（建設厚生委員会）
　川波小学校５年生の児童７人、議員７
人が参加し、渡津町塩田海岸にて放流
を行いました。栽培漁業への理解を深
めることを目的としたものです。

波積ダム現地視察
（６月６日）
（波積ダム対策特別委員会）
　都治川流域の治水対策としての波積
ダムは本体工事が始まりました。令和4
年3月の完成予定です。
 

本会議

25 26 27 28 29 30 31

9/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土

全員協議会
9:30～

情報交換会

9:30～

本会議
（一般質問）
10:00～

本会議
（一般質問）
10:00～

本会議

10:00～

議員連絡会

9:30～

委員会
（総務文教）

9:30～

委員会
（決算特別）

9:30～

14:00～

協議会
（決算特別）

9:30～

委員会
（厚生建設）

9:30～

委員会
（予算）
9:30～

委員会
（決算特別）

9:30～

委員会
（決算特別）

9:30～

委員会
（議会運営）

15:00～

12



補正予算額 1663万円（補正後総額162億5563万円）

令和元年度  一般会計補正予算（第１号）

当初予算編成後、県補助金の確定した
事業などを計上。

スクールサポートスタッフ配置事業

138万円
　学習プリントなどの印刷・配布準備・採点業
務など教員の負担軽減を図り、働き方改革を進
め、児童生徒と向き合う時間を確保し、教育の
質の向上を図る。青陵中学校を配置校に決定。

地域医療介護総合確保基金事業

4115万円
　第7期介護保険事業計画により定めた、看
護小規模多機能型居宅介護を1事業所整備す
ることに基づき、公募で選定された事業所へ
の補助金。

公募は何社あったのか。問
浜田地区広域行政組合の選考委員会が3社
の中から選定した。

答
選定の基準は。問
選定優先エリアである西部に事業所があり、
訪問看護を併設しているため。

答

質　問

庁舎喫煙所パーテーション設置工事費

150万円
　7 月 1 日より市庁舎敷地内が禁煙となること
に伴い、庁舎屋上に喫煙場所を設置する費用。

これまで使用されていた喫煙所

屋上に設置して受動喫煙は無くなるのか。問
厚労省が示した指針に基づき屋上に設置する
もので問題ない。

答

現在の場所ではだめなのか。問
現在の場所は人が通行する場所であり、厚労
省の指針に合致していない。

答

質　問

産業振興基金積立金

3005万円減額
　地場産センターを運営していた法人が解散
し、令和元年度に市の出資分を清算予定だっ
たが、平成30年度内に完了したため減額。

　市町村の合併の特例に関する法律
の規定により、設置された江津及び
桜江地域審議会について、平成31
年3月に新市建設計画の計画期間を
2年間延長したことに伴い、同審議会
の設置期間の変更を行うもの。

審議会がきちんと機能していると考えて
いるのか。

問
適宜開催し、順調に進んでいると認識
している。

答

委員質疑

総
務
文
教
委
員
会

●地域審議会の設置に関する協議書に定め
　られた事項を変更する条例（一部改正）

　令和元年10月1日から消費税、
地方消費税の税率が引き上げら
れることに伴い、関係する条例の
整備を行うもの。

消費税の負担による市民生活への影響は。問
負担増にはなるが、社会保障関係に税が
使われるので、所得の再配分という形で
まかなわれるものと理解している。

答

委員質疑

●消費税法等の一部改正に伴う関係条例の
　整備に関する条例

　後期高齢者の窓口負担の見直しをせず、原則1割負担の継続を求めるもの。

建
設
厚
生

委
員
会

●高齢者の医療費窓口負担の「原則1割」の
　継続を求める請願

議
長
職
は
表
決
権
な
し

　

議決結果
議案番号 件　名

議決
結果
承認
〃
〃
可決

〃

〃
〃
〃

同意
可決

〃

不採択

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

●

○
○
●

○
○

○

○

○
○
○
○

●

○
○
●

○
○

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

●

○
○
●

○
○

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

●

○
○
●

○
○

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○：賛成　  ●：反対　  △：欠席

承 認 第 1 号
承 認 第 2 号
承 認 第 3 号
議案第38号

議案第39号

議案第40号
議案第41号
議案第42号

同 意 第 5 号
意 見 第 1 号

意 見 第 2 号

請 願 第 1 号

坂
手

　洋
介

植
田

　好
雄

森
川

　和
英

鍛
治 

恵
巳
子

田 

中

　利 

德

多 

田

　伸 

治

山
根 

兼
三
郎

森 

川

　佳 

英

藤 

間

　義 

明

石 

橋

　孝 

義

河 

野

　正 

行

藤 

田

　厚

田 

中

　直 

文

永 

岡

　静 

馬

森 

脇

　悦 

朗
専決処分報告について
専決処分報告について
専決処分報告について
地域審議会の設置に関する協議書に定められた事項を変更す
る条例の一部を改正する条例制定について
消費税法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例
制定について
市道の路線の廃止について
市道の路線の認定について
令和元年度島根県江津市一般会計補正予算（第１号）を定め
ることについて
副市長の選任について
米軍の低空飛行による住民への影響の軽減を求める意見書
の提出について
国民健康保険事業への財政支援拡充を求める意見書の提出
について
後期高齢者の医療費窓口負担の「原則１割」の継続を求める
請願

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

執
行
部
提
案

議
員
提
案

請
願

23



補正予算額 1663万円（補正後総額162億5563万円）

令和元年度  一般会計補正予算（第１号）

当初予算編成後、県補助金の確定した
事業などを計上。

スクールサポートスタッフ配置事業

138万円
　学習プリントなどの印刷・配布準備・採点業
務など教員の負担軽減を図り、働き方改革を進
め、児童生徒と向き合う時間を確保し、教育の
質の向上を図る。青陵中学校を配置校に決定。

地域医療介護総合確保基金事業

4115万円
　第7期介護保険事業計画により定めた、看
護小規模多機能型居宅介護を1事業所整備す
ることに基づき、公募で選定された事業所へ
の補助金。

公募は何社あったのか。問
浜田地区広域行政組合の選考委員会が3社
の中から選定した。

答
選定の基準は。問
選定優先エリアである西部に事業所があり、
訪問看護を併設しているため。

答

質　問

庁舎喫煙所パーテーション設置工事費

150万円
　7 月 1 日より市庁舎敷地内が禁煙となること
に伴い、庁舎屋上に喫煙場所を設置する費用。

これまで使用されていた喫煙所

屋上に設置して受動喫煙は無くなるのか。問
厚労省が示した指針に基づき屋上に設置する
もので問題ない。

答

現在の場所ではだめなのか。問
現在の場所は人が通行する場所であり、厚労
省の指針に合致していない。

答

質　問

産業振興基金積立金

3005万円減額
　地場産センターを運営していた法人が解散
し、令和元年度に市の出資分を清算予定だっ
たが、平成30年度内に完了したため減額。

　市町村の合併の特例に関する法律
の規定により、設置された江津及び
桜江地域審議会について、平成31
年3月に新市建設計画の計画期間を
2年間延長したことに伴い、同審議会
の設置期間の変更を行うもの。

審議会がきちんと機能していると考えて
いるのか。

問
適宜開催し、順調に進んでいると認識
している。

答

委員質疑

総
務
文
教
委
員
会

●地域審議会の設置に関する協議書に定め
　られた事項を変更する条例（一部改正）

　令和元年10月1日から消費税、
地方消費税の税率が引き上げら
れることに伴い、関係する条例の
整備を行うもの。

消費税の負担による市民生活への影響は。問
負担増にはなるが、社会保障関係に税が
使われるので、所得の再配分という形で
まかなわれるものと理解している。

答

委員質疑

●消費税法等の一部改正に伴う関係条例の
　整備に関する条例

　後期高齢者の窓口負担の見直しをせず、原則1割負担の継続を求めるもの。

建
設
厚
生

委
員
会

●高齢者の医療費窓口負担の「原則1割」の
　継続を求める請願

議
長
職
は
表
決
権
な
し

　

議決結果
議案番号 件　名

議決
結果
承認
〃
〃
可決

〃

〃
〃
〃

同意
可決

〃

不採択

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

●

○
○
●

○
○

○

○

○
○
○
○

●

○
○
●

○
○

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

●

○
○
●

○
○

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

●

○
○
●

○
○

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○：賛成　  ●：反対　  △：欠席

承 認 第 1 号
承 認 第 2 号
承 認 第 3 号
議案第38号

議案第39号

議案第40号
議案第41号
議案第42号

同 意 第 5 号
意 見 第 1 号

意 見 第 2 号

請 願 第 1 号

坂
手

　洋
介

植
田

　好
雄

森
川

　和
英

鍛
治 

恵
巳
子

田 

中

　利 

德

多 

田

　伸 

治

山
根 

兼
三
郎

森 

川

　佳 

英

藤 

間

　義 

明

石 

橋

　孝 

義

河 

野

　正 

行

藤 

田

　厚

田 

中

　直 

文

永 

岡

　静 

馬

森 

脇

　悦 

朗
専決処分報告について
専決処分報告について
専決処分報告について
地域審議会の設置に関する協議書に定められた事項を変更す
る条例の一部を改正する条例制定について
消費税法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例
制定について
市道の路線の廃止について
市道の路線の認定について
令和元年度島根県江津市一般会計補正予算（第１号）を定め
ることについて
副市長の選任について
米軍の低空飛行による住民への影響の軽減を求める意見書
の提出について
国民健康保険事業への財政支援拡充を求める意見書の提出
について
後期高齢者の医療費窓口負担の「原則１割」の継続を求める
請願

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

●

執
行
部
提
案

議
員
提
案

請
願

23



●国へ意見書を提出しました
●米軍の低空飛行による住民への影響の軽減を求める意見書
・騒音測定器を増やすなど必要な実態調査を行うとともに訓練ルートや時期について把握し、関係自治体へ事
前情報提供を行い、地域住民の不安を払拭すること。
・航空機騒音規制措置について、実施に伴う効果検証を行うこと。

●国民健康保険事業への財政支援拡充を求める意見書
・県単位での運営となった国民健康保険事業の財政基盤の安定化を図るため、国からの財政支援拡充を一層求
めるもの。
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議
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の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな
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般
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わ
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は
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員
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身
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、主
な
質
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つ
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て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問の全ての内容は市のホームページの
　「市議会」→「会議録検索」から見ることができ
　ます。
　（ただし掲載は次期定例会の前になります）
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述
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。
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・
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法
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事
業
が
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題
解
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治
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路

更
新
に
係
る
費
用
の
増
大
な
ど

を
解
決
す
る
方
策
で
は
な
い
。

国
や
地
方
自
治
体
が
所
有
す
る
公
共

施
設
を
、所
有
権
は
そ
の
ま
ま
に
運
営

権
の
み
を
民
間
事
業
者
へ
売
却
す
る

民
営
化
の
方
式
。

※

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
と
は
？

答弁を行う市長

本会議 における 賛成・反対意見

　本年３月議会定例会において不採択とされた陳情と記載内
容が同じであり、３月の陳情の採決から大きな状況の変化はな
いものと認識している。物価・消費税・年金制度問題などにつ
いては、医療費負担をとりまく外的要因であって請願趣旨とは
間接的な関係性までであり、議題となった請願対象から関連付
けし、拡大的に解釈して審査対象に組み込むことはできないも
のと考え反対。

　政府が75才以上の医療費窓口負担を１割から２割へ引き上げるこ
とを検討している。請願についての委員会審査では、質疑も討議もさ
せないまま賛否が問われ、年金は今後も減らされ、消費税増税が間近
に迫り、物価が上昇しており、この上に窓口負担が２倍となれば、市内
に5000人いる対象者が医療にかかれず重症化を招くことになる状況
など、市議会として議論されなかった。それでも高齢者いじめの負担増
に反対する意見書を提出するため採択すべきであり、請願に賛成。

後期高齢者の医療費窓口負担の「原則１割」の継続を求める請願請願第１号

反対 賛成 森川  佳英坂手  洋介

不採択

　現在、国会に対して具体的な政策を示すため、国の諮問会議
などで検討が始まったという段階である。なんら政策提示もない
ところで、国の財政や将来の方向性について、一市議会が本来
審議をすべき国会より先行して議論することについては、役割・
権限の観点から疑問である。また、国の審議会での一方の立場
の意見のみを優先して審議することは、他方の意見は審議しな
いことにもなる。市議会のすべきことは、高齢者も若者も全ての
市民が安心して生活できる制度作りを求めることであり、国にお
いて医療制度を十分に検討していくよう求めるべきと考え反対。

　反対意見として「３月定例会で同様の陳情を不採択にしてお
り、不採択とすべき」との意見があったが、陳情と請願で異なる
上、３カ月で年金や物価など状況が変化している。「医療費のみ
を見て賛否を判断すべき」との反対意見もあるが、年金・医療・
介護や生活全般を総合的に考えるべきであり、高齢者の置か
れた経済状況は厳しく負担を増やすべきではない。また、高齢
者の負担を増やしても、若い世代の負担軽減はされず、逆に高
齢者を家族として支える必要に迫られ、かえって負担は増える。
請願を採択して負担増に反対する意見書を国へ提出すべき。

多田  伸治河野  正行反対 賛成

　条例案は10月の消費税増税にともない、使用料・手数料の税
率を上げるものだが、消費税増税は市民生活に大きな影響を与
え、条例改定によっても市民負担は年間2200万円の増となる。「消
費税増税は社会保障充実のため」と言われるが、保険料や医療費
の負担は上がり、年金は下がるばかりで充実などされていない。そ
んな状況で、公共料金の値上げはするべきではない。昨年の豪雨
災害の復旧・復興のためにも、公共料金の値上げには反対。

　この度の条例制定は、平成28年８月の税制改正により、消費
税の税率が引き上げらることに伴い、税負担の適切な転嫁をお
こなうものである。仮に増税分を引き上げないとすると、各種使
用料を利用者から徴収すべきにもかかわらず、その消費税相当
分を利用者以外の方にも負担していただくことになる。こうしたこ
とから各施設使用料にかかる消費税を受益者である利用者に
対し、適切に転嫁を行うものであり、適切な条例改正と考え賛成。

消費税法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例議案第39号

反対 賛成 山根  兼三郎森川  佳英

　現庁舎への新たな喫煙所設置の費用が計上されているが、屋上出
入口付近への設置では、受動喫煙対策として不十分。また、新庁舎が
建設予定であと２年程度しか使わない現庁舎に、どうしても必要な施設
ではなく、市民の理解は得られない。社会の流れからは、これを期に庁
舎全面禁煙にすべきであり、喫煙所についての予算計上には反対。

　予算委員会でも議論があったが、喫煙所の設置費については、「禁煙」
は「健康」を考えると重要なことだが、今回の健康増進法の改正は、「受動
喫煙の防止」を図ることが趣旨である。市庁舎への利用者が、通常、立ち
入らない庁舎屋上に喫煙所を設置するものであり、法律の趣旨に合致す
ると考える。また、県補助金の決定した事業などの必要な予算と考え賛成。

令和元年度島根県江津市一般会計補正予算議案第42号

反対 賛成 永岡  静馬多田  伸治

可決

可決
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●国へ意見書を提出しました
●米軍の低空飛行による住民への影響の軽減を求める意見書
・騒音測定器を増やすなど必要な実態調査を行うとともに訓練ルートや時期について把握し、関係自治体へ事
前情報提供を行い、地域住民の不安を払拭すること。
・航空機騒音規制措置について、実施に伴う効果検証を行うこと。

●国民健康保険事業への財政支援拡充を求める意見書
・県単位での運営となった国民健康保険事業の財政基盤の安定化を図るため、国からの財政支援拡充を一層求
めるもの。
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※一般質問の全ての内容は市のホームページの
　「市議会」→「会議録検索」から見ることができ
　ます。
　（ただし掲載は次期定例会の前になります）
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答弁を行う市長

本会議 における 賛成・反対意見

　本年３月議会定例会において不採択とされた陳情と記載内
容が同じであり、３月の陳情の採決から大きな状況の変化はな
いものと認識している。物価・消費税・年金制度問題などにつ
いては、医療費負担をとりまく外的要因であって請願趣旨とは
間接的な関係性までであり、議題となった請願対象から関連付
けし、拡大的に解釈して審査対象に組み込むことはできないも
のと考え反対。

　政府が75才以上の医療費窓口負担を１割から２割へ引き上げるこ
とを検討している。請願についての委員会審査では、質疑も討議もさ
せないまま賛否が問われ、年金は今後も減らされ、消費税増税が間近
に迫り、物価が上昇しており、この上に窓口負担が２倍となれば、市内
に5000人いる対象者が医療にかかれず重症化を招くことになる状況
など、市議会として議論されなかった。それでも高齢者いじめの負担増
に反対する意見書を提出するため採択すべきであり、請願に賛成。

後期高齢者の医療費窓口負担の「原則１割」の継続を求める請願請願第１号

反対 賛成 森川  佳英坂手  洋介

不採択

　現在、国会に対して具体的な政策を示すため、国の諮問会議
などで検討が始まったという段階である。なんら政策提示もない
ところで、国の財政や将来の方向性について、一市議会が本来
審議をすべき国会より先行して議論することについては、役割・
権限の観点から疑問である。また、国の審議会での一方の立場
の意見のみを優先して審議することは、他方の意見は審議しな
いことにもなる。市議会のすべきことは、高齢者も若者も全ての
市民が安心して生活できる制度作りを求めることであり、国にお
いて医療制度を十分に検討していくよう求めるべきと考え反対。

　反対意見として「３月定例会で同様の陳情を不採択にしてお
り、不採択とすべき」との意見があったが、陳情と請願で異なる
上、３カ月で年金や物価など状況が変化している。「医療費のみ
を見て賛否を判断すべき」との反対意見もあるが、年金・医療・
介護や生活全般を総合的に考えるべきであり、高齢者の置か
れた経済状況は厳しく負担を増やすべきではない。また、高齢
者の負担を増やしても、若い世代の負担軽減はされず、逆に高
齢者を家族として支える必要に迫られ、かえって負担は増える。
請願を採択して負担増に反対する意見書を国へ提出すべき。

多田  伸治河野  正行反対 賛成

　条例案は10月の消費税増税にともない、使用料・手数料の税
率を上げるものだが、消費税増税は市民生活に大きな影響を与
え、条例改定によっても市民負担は年間2200万円の増となる。「消
費税増税は社会保障充実のため」と言われるが、保険料や医療費
の負担は上がり、年金は下がるばかりで充実などされていない。そ
んな状況で、公共料金の値上げはするべきではない。昨年の豪雨
災害の復旧・復興のためにも、公共料金の値上げには反対。

　この度の条例制定は、平成28年８月の税制改正により、消費
税の税率が引き上げらることに伴い、税負担の適切な転嫁をお
こなうものである。仮に増税分を引き上げないとすると、各種使
用料を利用者から徴収すべきにもかかわらず、その消費税相当
分を利用者以外の方にも負担していただくことになる。こうしたこ
とから各施設使用料にかかる消費税を受益者である利用者に
対し、適切に転嫁を行うものであり、適切な条例改正と考え賛成。

消費税法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例議案第39号

反対 賛成 山根  兼三郎森川  佳英

　現庁舎への新たな喫煙所設置の費用が計上されているが、屋上出
入口付近への設置では、受動喫煙対策として不十分。また、新庁舎が
建設予定であと２年程度しか使わない現庁舎に、どうしても必要な施設
ではなく、市民の理解は得られない。社会の流れからは、これを期に庁
舎全面禁煙にすべきであり、喫煙所についての予算計上には反対。

　予算委員会でも議論があったが、喫煙所の設置費については、「禁煙」
は「健康」を考えると重要なことだが、今回の健康増進法の改正は、「受動
喫煙の防止」を図ることが趣旨である。市庁舎への利用者が、通常、立ち
入らない庁舎屋上に喫煙所を設置するものであり、法律の趣旨に合致す
ると考える。また、県補助金の決定した事業などの必要な予算と考え賛成。

令和元年度島根県江津市一般会計補正予算議案第42号

反対 賛成 永岡  静馬多田  伸治
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は
。

A
．各
家
庭
へ
の
援
助
方
針
を
決
め
、

子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
う
支

援
を
行
う
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

【
地
域
医
療
の
現
状
と
今
後
】

Q
．今
後
の
地
域
医
療
と
済
生
会
江

津
総
合
病
院
と
の
連
携
は
。

A
．中
核
病
院
・
拠
点
病
院
と
し
て
、

医
師
会
と
の
連
携
強
化
が
図
ら

れ
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
含
め
た
連
携
を
推
進
す
る
。

Q
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
す
る
か

A
全
市
民
・
全
地
区
が
対
象
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
は
限
界
が
あ
る

森川 佳英

Q
．『
立
地
適
正
化
計
画
』の
運
用
が
始

ま
っ
た
。人
口
減
少
を
見
据
え
て

市
内
４
カ
所
に
居
住
地
域
を
集
中
、

商
業
施
設
を
中
心
部
に
集
約
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
合
理
化
を
図
る

と
言
う
が
、拠
点
の
あ
り
方
や
利

便
性
の
維
持
は
ど
う
な
る
か
。

A
．自
然
の
成
り
行
き
任
せ
で
は
、市
街

地
周
辺
の
農
地
・
未
利
用
地
は
穏

や
か
に
宅
地
・
商
業
地
化
す
る
も

の
の
、人
口
減
少
と
宅
地
需
要
の
低

下
で
空
き
地
・
空
き
家
が
増
加
す

る
。都
市
拠
点
１
カ
所
・
居
住
拠
点

４
カ
所
を
設
定
し
、人
口
密
度
の
維

持
と
都
市
機
能
の
向
上
を
目
指
す
。

Q
．公
共
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
す
る
か
。

A
．サ
ー
ビ
ス
は
利
用
者
か
ら
の
対
価

で
成
り
立
つ
。全
市
民
・
全
地
区
が

対
象
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
望

ま
し
い
が
、持
続
可
能
な
自
治
体

運
営
を
考
え
る
と
限
界
が
あ
る
。

Q
本
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
相
談

報
告
件
数
は

A
平
成
29
年
度
が
11
件
、平
成
30
年
度

が
８
件
だ
っ
た

森川 和英

Q
．計
画
へ
の
市
民
の
理
解
は
得
ら

れ
て
い
る
か
。

A
．都
市
計
画
審
議
会
で
、小
さ
な
拠

点
と
の
連
携
・
生
活
交
通
の
確

保
・
拠
点
区
域
内
に
お
け
る
道
路

の
整
備
・
農
業
政
策
と
の
整
合

性
・
空
き
家
と
空
き
地
の
利
活
用

な
ど
議
論
さ
れ
た
。た
だ
、十
分

な
市
民
参
加
を
得
た
と
は
言
い

難
い
状
況
で
あ
り
、市
民
へ
の
周

知
に
努
力
す
る
。

済生会江津総合病院

Q
．昭
和
57
年
島
根
国
体
で
本
市
は

野
球
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
・
水
球
の

３
種
目
を
開
催
し
、好
成
績
を
残

し
た
。10
年
後
に
開
催
予
定
の
島

根
県
で
の
国
体
に
向
け
、競
技
開

催
の
名
乗
り
を
。

A
．財
源
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、県
の

支
援
策
を
見
極
め
、本
市
の
諸
課

題
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
前
向
き

に
検
討
す
る
。

【
通
学
・
通
園
の
安
全
対
策
】

Q
．最
近
、子
ど
も
た
ち
が
巻
き
込
ま

れ
た
り
、狙
わ
れ
た
り
す
る
事
故

や
惨
事
が
多
い
。通
学
路
・
通
園

路
の
一
斉
見
直
し
点
検
を
。

A
．本
市
の
通
学
路
交
通
安
全
対
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、危
険
箇

所
の
点
検
を
行
う
。交
通
安
全
教

室
の
開
催
な
ど
も
行
い
、ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
で
安
全
確
保

に
向
け
、継
続
し
て
取
り
組
む
。

Q
女
性
が
活
躍
で
き
る

社
会
へ
の
取
り
組
み
を

A
採
用
や
昇
進
な
ど
の
機
会
を
増
や
し
、

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
重
要

鍛治 恵巳子

Q
．女
性
活
躍
法
に
基
づ
く
行
動
計
画

策
定
の
現
状
と
今
後
は
。

A
．本
市
の
女
性
の
活
躍
応
援
企
業

は
平
成
28
年
度
２
社
、平
成
29
年

度
１
社
、平
成
30
年
度
４
社
の
計

７
社
。４
社
が
補
助
金
を
活
用

し
、女
性
用
の
ト
イ
レ
・
更
衣
室

を
整
備
し
た
。支
援
制
度
活
用
を

呼
び
か
け
る
。

Q
．育
児
休
業
取
得
率
の
目
標
達
成
を
。

A
．市
職
員
の
取
得
率
は
女
性
が
１
０

０
％
。男
性
は
平
成
29
年
度
が

40
％
だ
っ
た
が
そ
の
前
後
は

０
％
。市
全
体
で
は
、女
性
が
目

標
80
％
に
対
し
79
・
９
％
、男
性

が
目
標
10
％
に
対
し
１
・
７
％
。

目
標
値
を
大
き
く
下
回
る
。

Q
．企
業
へ
の
働
き
か
け
を
。

A
．子
育
て
中
の
従
業
員
を
応
援
す

る『
こ
っ
こ
ろ
カ
ン
パ
ニ
ー
』は
、

平
成
29
年
度
か
ら
本
年
４
月
ま

で
で
６
事
業
所
か
ら
８
事
業
所

に
増
え
た
。魅
力
向
上
事
業
な
ど

で
雇
用
環
境
改
善
へ
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
。

Q
．新
庁
舎
に
女
性
の
相
談
窓
口
に

も
な
る
総
合
窓
口
案
内
を
。

A
．必
要
と
の
意
見
が
あ
る
。庁
内
の

サ
ー
ビ
ス
部
会
で
総
合
窓
口
案
内

を
設
置
す
る
と
結
論
さ
れ
れ
ば
、

市
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
で
協
議

し
、最
終
的
な
決
定
を
下
す
。

Q
２
巡
目
の
国
民
体
育
大
会
島
根
大
会

で
本
市
へ
の
競
技
の
開
催
誘
致
を

A
県
の
支
援
策
を
見
極
め
な
が
ら

検
討
す
る
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市内唯一の女性センター長（渡津町）

昭和57年島根国体開催、水球会場（江津市民プール）

２
０
１
４
年
８
月
の
都
市
再
生
特
別

措
置
法
の
改
定
に
従
っ
て
、コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
都
市
計
画
と
し
て
策
定
さ

れ
て
い
ま
す
。本
市
で
も
計
画
を
策
定

し
、住
民
の
居
住
を
促
す
居
住
誘
導
区

域（
４
カ
所
）や
商
業
施
設
・
病
院
を

集
め
る
都
市
機
能
誘
導
区
域(

１
カ

所)

を
設
定
。居
住
誘
導
区
域
外
で
の

一
定
規
模
の
住
宅
開
発
は
原
則
、事
前

届
け
出
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
末
時
点
で
、全
国
の
４

６
８
自
治
体
が
策
定
中
も
し
く
は
策

定
を
終
え
て
い
ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画
と
は
？
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医
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と
済
生
会
江

津
総
合
病
院
と
の
連
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は
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．中
核
病
院
・
拠
点
病
院
と
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て
、
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師
会
と
の
連
携
強
化
が
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れ
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域
包
括
ケ
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ム
の
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た
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を
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す
る
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商
業
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を
中
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に
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、
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を
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と
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の
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持
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か
。
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成
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街
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辺
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未
利
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地
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穏

や
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に
宅
地
・
商
業
地
化
す
る
も

の
の
、人
口
減
少
と
宅
地
需
要
の
低

下
で
空
き
地
・
空
き
家
が
増
加
す

る
。都
市
拠
点
１
カ
所
・
居
住
拠
点

４
カ
所
を
設
定
し
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口
密
度
の
維

持
と
都
市
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能
の
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を
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す
。
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共
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ス
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か
。
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ー
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者
か
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で
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。全
市
民
・
全
地
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が

対
象
の
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サ
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ス
向
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が
望

ま
し
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が
、持
続
可
能
な
自
治
体

運
営
を
考
え
る
と
限
界
が
あ
る
。

Q
本
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
相
談
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は

A
平
成
29
年
度
が
11
件
、平
成
30
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度

が
８
件
だ
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た
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画
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の
市
民
の
理
解
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得
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か
。

A
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市
計
画
審
議
会
で
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さ
な
拠
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と
の
連
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・
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活
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通
の
確

保
・
拠
点
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内
に
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け
る
道
路

の
整
備
・
農
業
政
策
と
の
整
合

性
・
空
き
家
と
空
き
地
の
利
活
用

な
ど
議
論
さ
れ
た
。た
だ
、十
分

な
市
民
参
加
を
得
た
と
は
言
い

難
い
状
況
で
あ
り
、市
民
へ
の
周

知
に
努
力
す
る
。

済生会江津総合病院

Q
．昭
和
57
年
島
根
国
体
で
本
市
は

野
球
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
・
水
球
の

３
種
目
を
開
催
し
、好
成
績
を
残

し
た
。10
年
後
に
開
催
予
定
の
島

根
県
で
の
国
体
に
向
け
、競
技
開

催
の
名
乗
り
を
。

A
．財
源
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、県
の

支
援
策
を
見
極
め
、本
市
の
諸
課

題
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
前
向
き

に
検
討
す
る
。

【
通
学
・
通
園
の
安
全
対
策
】

Q
．最
近
、子
ど
も
た
ち
が
巻
き
込
ま

れ
た
り
、狙
わ
れ
た
り
す
る
事
故

や
惨
事
が
多
い
。通
学
路
・
通
園

路
の
一
斉
見
直
し
点
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を
。

A
．本
市
の
通
学
路
交
通
安
全
対
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、危
険
箇

所
の
点
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を
行
う
。交
通
安
全
教

室
の
開
催
な
ど
も
行
い
、ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
で
安
全
確
保

に
向
け
、継
続
し
て
取
り
組
む
。

Q
女
性
が
活
躍
で
き
る

社
会
へ
の
取
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組
み
を

A
採
用
や
昇
進
な
ど
の
機
会
を
増
や
し
、

働
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や
す
い
環
境
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り
が
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要
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Q
．女
性
活
躍
法
に
基
づ
く
行
動
計
画

策
定
の
現
状
と
今
後
は
。

A
．本
市
の
女
性
の
活
躍
応
援
企
業

は
平
成
28
年
度
２
社
、平
成
29
年

度
１
社
、平
成
30
年
度
４
社
の
計

７
社
。４
社
が
補
助
金
を
活
用

し
、女
性
用
の
ト
イ
レ
・
更
衣
室

を
整
備
し
た
。支
援
制
度
活
用
を

呼
び
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け
る
。
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児
休
業
取
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率
の
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達
成
を
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．市
職
員
の
取
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率
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が
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０
％
。男
性
は
平
成
29
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度
が

40
％
だ
っ
た
が
そ
の
前
後
は

０
％
。市
全
体
で
は
、女
性
が
目

標
80
％
に
対
し
79
・
９
％
、男
性

が
目
標
10
％
に
対
し
１
・
７
％
。

目
標
値
を
大
き
く
下
回
る
。

Q
．企
業
へ
の
働
き
か
け
を
。

A
．子
育
て
中
の
従
業
員
を
応
援
す

る『
こ
っ
こ
ろ
カ
ン
パ
ニ
ー
』は
、

平
成
29
年
度
か
ら
本
年
４
月
ま

で
で
６
事
業
所
か
ら
８
事
業
所

に
増
え
た
。魅
力
向
上
事
業
な
ど

で
雇
用
環
境
改
善
へ
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
。

Q
．新
庁
舎
に
女
性
の
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談
窓
口
に

も
な
る
総
合
窓
口
案
内
を
。

A
．必
要
と
の
意
見
が
あ
る
。庁
内
の

サ
ー
ビ
ス
部
会
で
総
合
窓
口
案
内

を
設
置
す
る
と
結
論
さ
れ
れ
ば
、

市
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
で
協
議

し
、最
終
的
な
決
定
を
下
す
。
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２
巡
目
の
国
民
体
育
大
会
島
根
大
会

で
本
市
へ
の
競
技
の
開
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誘
致
を

A
県
の
支
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策
を
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極
め
な
が
ら

検
討
す
る
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市内唯一の女性センター長（渡津町）

昭和57年島根国体開催、水球会場（江津市民プール）

２
０
１
４
年
８
月
の
都
市
再
生
特
別

措
置
法
の
改
定
に
従
っ
て
、コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
都
市
計
画
と
し
て
策
定
さ

れ
て
い
ま
す
。本
市
で
も
計
画
を
策
定

し
、住
民
の
居
住
を
促
す
居
住
誘
導
区

域（
４
カ
所
）や
商
業
施
設
・
病
院
を

集
め
る
都
市
機
能
誘
導
区
域(

１
カ

所)

を
設
定
。居
住
誘
導
区
域
外
で
の

一
定
規
模
の
住
宅
開
発
は
原
則
、事
前

届
け
出
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
末
時
点
で
、全
国
の
４

６
８
自
治
体
が
策
定
中
も
し
く
は
策

定
を
終
え
て
い
ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画
と
は
？
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Q
．基
本
計
画
策
定
後
随
分
経
っ
て

い
る
が
、図
書
館
・
歴
史
民
俗
資

料
館
の
整
備
の
現
状
は
。

A
．西
部
統
合
小
学
校
の
建
設
と
並

び
、重
点
課
題
と
し
て
位
置
づ
け

し
、中
期
財
政
計
画
に
盛
り
込
ん

で
い
る
。予
算
の
年
度
ご
と
の
平

準
化
を
図
り
な
が
ら
、整
備
時
期

を
検
討
す
る
。

Q
．本
市
の
財
政
事
情
を
優
先
し
て
、

教
育
行
政
が
後
回
し
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
。

A
．教
育
委
員
会
と
し
て
そ
の
よ
う
な

認
識
は
な
い
。学
校
施
設
の
耐
震

化
や
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
な

ど
、ソ
フ
ト
対
策
の
予
算
措
置
に

よ
り
、教
育
行
政
の
推
進
に
努
め

て
い
る
。

【
消
費
税
】

Q
．過
去
２
回
延
期
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、十
分
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
は
販
売
者
と

購
入
者
で
の
準
備
が
必
要
。本
市

と
し
て
の
対
策
を
。

A
．キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元

事
業
は
、消
費
者
お
よ
び
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
双
方
に
利
点

が
あ
り
、商
工
会
議
所
・
商
工
会

と
連
携
し
普
及
を
図
る
。

Q
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
へ
の

参
加
状
況
は

A
活
動
や
事
業
も
増
え
て
お
り
、そ
れ

に
伴
い
参
加
者
も
増
加
し
て
い
る

坂手 洋介

Q
．若
者
の
参
加
を
促
す
た
め
に
有
効

な
施
策
は
あ
る
か
。

A
．子
ど
も
や
家
族
連
れ
が
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
こ
と

は
、若
者
の
参
加
を
促
す
手
段
と

し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。そ

の
上
で
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
動
内
容
を
決
め
て
い
く
過
程

に
、若
者
・
女
性
・
子
ど
も
な
ど
、

幅
広
い
世
代
が
参
画
す
る
こ
と

が
、活
動
の
す
そ
野
を
広
げ
る
決

め
手
に
な
る
。

Q
．各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
活

動
に
つ
い
て
、情
報
共
有
は
必
要
か
。

A
．活
動
状
況
を
共
有
す
る
こ
と
は
市

全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性

化
の
一
助
と
な
る
と
考
え
る
。本

市
と
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
地

域
づ
く
り
〜
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
の
活
動
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
て
い
る
。加
え
て
地
域
コ
ミ
ュ

Q
図
書
館
と
歴
史
民
俗
資
料
館
の

整
備
は

A
教
育
委
員
会
は
、早
期
建
設
を

望
ん
で
い
る

山根 兼三郎

二宮町 惠良媛祭り

ニ
テ
ィ
活
動
の
発
表
会
な
ど
の
研

修
会
を
開
催
し
て
い
る
。

Q
．地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
交
通

安
全
や
防
災
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
基
準
は
あ
る
か
。

A
．本
市
で
は
基
準
を
設
け
ず
各
地

で
の
主
体
的
な
活
動
を
尊
重
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。活
動
が

進
ん
で
い
な
い
地
域
に
つ
い
て

は
、意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
る
方

策
を
検
討
す
る
。

Q
．日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
石
見

神
楽
の
観
光
振
興
や
他
地
域
と

の
交
流
な
ど
へ
の
活
用
は
。

A
．こ
の
度
、「
神
々
や
鬼
た
ち
が
躍

動
す
る
神
話
の
世
界
〜
石
見
地
域

で
伝
承
さ
れ
る
神
楽
〜
」と
し
て
、

52
件
の
構
成
文
化
財
を
含
む
ス

ト
ー
リ
ー
が
認
定
さ
れ
た
。そ
の

中
に
本
市
に
関
連
す
る
も
の
が
、

桜
江
町
の
大
元
神
楽
伝
承
館
な
ど

12
件
あ
る
。今
後
、こ
れ
ら
を
含

む
石
見
神
楽
の
活
用
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
け
る
と
考
え

て
い
る
。

Q
．万
葉
に
関
す
る
観
光
振
興
と
継

承
な
ど
の
今
後
の
指
針
は
。

A
．万
葉
、と
り
わ
け
人
麻
呂
は
石
見

神
楽
と
並
び
、本
市
の
重
要
な
観

光
資
源
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

万
葉
だ
け
で
な
く
、本
市
の
観
光

資
源
と
な
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を

Q
市
内
小
中
学
校
の
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
の
状
況
は

A
工
事
の
発
注
は
４
月
に
完
了

設
置
は
８
月
末
に
は
完
了
予
定

河野 正行

Q
．エ
ア
コ
ン
設
置
の
状
況
は
。

A
．２
月
末
ま
で
に
実
施
設
計
業
務

を
終
え
、工
事
請
負
契
約
を
締
結
。

４
月
に
は
す
べ
て
の
小
中
学
校
で

工
事
の
発
注
が
完
了
。

Q
．設
置
す
る
エ
ア
コ
ン
の
数
は
。

A
．小
学
校
７
校
で
74
基
、中
学
校
４

校
で
35
基
。合
計
１
０
９
基
。

Q
．今
後
の
進
め
方
は
。

A
．工
期
で
あ
る
８
月
末
に
は
、す
べ

て
の
学
校
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置

で
き
る
よ
う
、学
校
に
対
し
て
工

事
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る

と
と
も
に
、電
気
工
事
業
者
や
設

備
工
事
業
者
に
対
し
、工
事
日
程

な
ど
を
可
能
な
限
り
調
整
し
て

も
ら
い
、本
市
・
学
校
・
業
者
が

連
携
し
て
取
り
組
む
。

Q
文
化
遺
産
の
活
用
と
継
承
に

対
す
る
積
極
的
な
支
援
を

A
神
楽
な
ど
の
活
用
・
継
承
へ

具
体
的
に
取
り
組
む

田中 利德

江津中学校に設置されたエアコンの室外機

Q
．エ
ア
コ
ン
の
光
熱
水
費
の
負
担

は
ど
う
な
る
の
か
。

A
．年
間
の
光
熱
水
費
が
、約
５
０
０

万
円
増
大
す
る
と
想
定
。国
か
ら

の
普
通
交
付
税
措
置
の
対
象
と

な
る
が
、適
切
に
管
理
運
営
す
る

よ
う
指
導
を
行
う
。

Q
．運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

A
．現
在
、作
成
中
。

高角山公園から日本海を望む

継
承
し
て
い
る
方
に
は
、様
々
な
支

援
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Q
．万
葉
の
原
風
景
を
保
存
す
る
た

め
、風
力
発
電
建
設
に
つ
い
て
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
は
。

A
．昨
年
、県
内
他
市
に
先
駆
け「
小

型
風
力
発
電
施
設
設
置
に
関
わ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
制
定
し
た
。制

定
後
、建
設
を
検
討
さ
れ
る
民
間

事
業
者
か
ら
の
具
体
的
な
事
業
計

画
の
問
い
合
わ
せ
は
な
い
。

図書館と郷土資料館
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事
業
計

画
の
問
い
合
わ
せ
は
な
い
。

図書館と郷土資料館
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Q
．本
市
で
は
平
均
寿
命
が
県
平
均

に
比
べ
て
短
い
が
対
策
は
。

A
．壮
年
層
の
死
亡
率
が
県
内
の
他
市

町
村
と
比
較
し
て
高
い
。特
に
脳

血
管
疾
患
や
心
疾
患
に
よ
る
死
亡

率
が
高
い
こ
と
か
ら
、循
環
器
疾

患
対
策
を
重
点
に
生
活
習
慣
病
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q
．元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
の
た
め
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
へ
の
参
加

に
、も
う
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
独

居
老
人
が
い
る
が
対
策
は
。

A
．周
囲
か
ら
孤
立
し
て
閉
じ
こ

も
っ
て
い
る
、誰
と
も
話
す
機

会
が
な
い
な
ど
の
場
合
、ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
が
社
会
参
加
の
第

一
歩
と
し
て
重
要
に
な
る
。地

域
の
他
の
住
民
と
の
繋
が
り
を

活
か
し
た
取
り
組
み
が
最
も
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
江
津
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

Q
．本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
を
期
待
し
て
い
る
か
。

A
．医
師
の
相
互
交
流
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
よ
り
、市
外
で
働
く
開
業

医
の
後
継
者
な
ど
の
早
期
帰
郷

を
図
る
こ
と
で
、地
域
の
医
師
確

保
に
期
待
し
て
い
る
。

Q
．県
知
事
選
で
丸
山
知
事
は「
県
内

の
小
学
生
の
医
療
費
負
担
を
無

料
に
す
る
」と
公
約
し
た
。知
事

に
公
約
の
具
体
化
を
求
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
．県
で
検
討
さ
れ
、い
ず
れ
県
・
市

で
協
議
を
行
う
と
思
わ
れ
る
。費

用
分
析
や
財
政
負
担
を
踏
ま
え
、

建
設
的
な
協
議
を
し
た
い
が
、現

時
点
で
は
白
紙
の
状
態
。

Q
．本
市
で
も
医
療
費
助
成
拡
充
を
。

A
．財
源
が
継
続
的
に
必
要
と
な
る

た
め
現
時
点
で
は
困
難
。

Q
．10
月
か
ら
保
育
料
が
無
償
化
さ

れ
る
が
、対
象
外
も
あ
る
か
。

A
．住
民
税
課
税
世
帯
の
０
〜
２
才

は
対
象
外
。

Q
．そ
れ
も
無
償
に
す
べ
き
で
は
。

A
．財
源
が
な
く
考
え
て
い
な
い
。

健康づくり教室

Q
子
育
て
支
援
と
し
て

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

A
県
と
協
議
す
る
が
、

本
市
独
自
で
は
財
政
的
に
困
難

多田 伸治

Q
健
康
づ
く
り
と

介
護
予
防
の
取
り
組
み
は

A
介
護
予
防
と
生
活
習
慣
病
予
防
を

一
体
化
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

藤間 義明

Q
．保
育
所
の
給
食
の
扱
い
は
。

A
．３
才
以
上
の
主
食
は
保
護
者
負
担

で
、保
育
施
設
に
よ
っ
て
ご
飯
持

参
・
米
持
参
・
代
金
徴
収
と
な
る
。

Q
．食
育
の
観
点
か
ら
、炊
い
た
ご
飯
を

全
て
の
保
育
所
で
出
せ
な
い
か
。

A
．施
設
で
取
り
扱
い
が
異
な
る
。今

後
、各
施
設
と
協
議
調
整
し
た
い
。

議会報告会

● 堤防の未整備が昨年の災害を招いた。一刻でも早い対応をお願い
したい。

● 防災と地域コミュニティのあり方について考えるが、地域コミュニ
ティの存在が今ひとつ認識できないように感じる。

● 地域コミュニティ・消防団・自治会の連携が大切、連携を確認す
る意味での、全町内を対象とした防災訓練を実施すべきである。

桜江総合センター  5月18日（土） 参加者32人
【議会報告と意見交換】

● 大学に行って、将来帰って就職したいが、働く場所が少なくて不
安だ。

● 市議会だよりを読んでいるが、分かりにくい。
● 図書館がほしい。
● パレットごうつのイベントを充実してほしい。

石見智翠館高等学校  5月21日（火） 参加者55名
【議会制度や議員の役割についての説明と意見交換】

● 学校統合（西部小学校）を急いでほしい。人口を見据えた計画が
必要だ。

● 済生会江津総合病院の支援事業費が多額すぎる。少なくすべき。
● 公共交通・生活バスなどの配車の見直しをしてほしい。
● 地域コミュニティを立ち上げてから４年経つが、10年目以降も財政
支援を続けてほしい。

都野津地域コミュニティ交流センター  5月19日（日） 参加者20人

　３カ所の地域コミュニティ交流センターと石見智翠館高等学校で議会報告会を実施しました。
　地域コミュニティ交流センターでは３月議会の報告と市政や地域の問題についての意見交換、石見智翠館
高等学校では議会制度の説明と意見交換を行いました。

● 地域によってはラジオが受信できないところがある。
● 猿被害や草刈りなど地域には多くの問題がある。
● 市議会の内容は、深さが足りない。真剣に前向きに行っていただき
たい。

● 中学校卒業までの医療費無料化をしてほしい。

都治地域コミュニティ交流センター  5月26日（日） 参加者26人
【議会報告と意見交換】

島根県と県内８市による子どもの医療費助成の状況 
島根県

松江市

浜田市

出雲市

益田市

大田市
安来市
江津市
雲南市

未就学児の負担は月額で通院1000円・入院2000円まで

小学６年生まで無料、中学生から20才が入院
した場合の負担は月額で2000円まで
未就学児は無料、小中学生の負担は月額で
通院1000円・入院2000円まで
未就学児は無料、今年10月から
住民税非課税世帯の小中学生は無料
小学６年生まで負担は月額で通院1000円・
入院2000円まで
中学３年生まで無料
中学３年生まで無料
未就学児は無料
中学３年生まで無料

※各市は県の制度に上乗せして助成しています。

【議会報告と意見交換】
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編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

　
江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
の
方

は
、
議
会
開
催
日
に
本
庁
３

階
の
議
会
事
務
局
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

　
議
会
に
対
し
て
陳
情
な
ど

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
陳
情
と
は
、
特
定
の
事

項
に
つ
い
て
議
会
な
ど
に
実

情
を
訴
え
、
適
切
な
措
置
を

要
望
す
る
こ
と
で
す
。

■編集・発行責任者

議　　長　

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

鍛治  恵巳子
坂手 　 洋介
植田　  好雄
多田 　 伸治
山根  兼三郎
河野　  正行
永岡　  静馬

森脇     悦朗

市議会だより（令和元年８月１日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
［ ホームページアドレス ］ http://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai （江津市HP内）

ごうつ

2019.8
No.140

請
願
・
陳
情
締
切
／
８
月
22
日
午
前
中
ま
で

次
回
９
月
定
例
会 

題字：■■ ■■さん（■■小学校■年）
■■ ■ ■■ ■

　
６
月
定
例
会
で
は
、米
軍
の
低
空
飛
行

と
国
民
健
康
保
険
へ
の
国
の
支
援
に
つ

い
て
、議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
が
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
、国
の
関
係
機
関
へ
送

付
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
の
議
会
報
告
会
で
は
、参
加
し
た

方
か
ら
市
議
会
の
自
主
性
・
議
員
提
案
に

つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。直

後
の
定
例
会
で
、市
民
の
み
な
さ
ん
の
安

全
安
心
や
市
の
国
保
財
政
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
、市
議
会
と
し
て
協
議
・
合

意
形
成
で
き
、解
決
に
向
け
て
わ
ず
か
で

す
が
前
進
で
き
ま
し
た
。今
後
も
市
民
の

み
な
さ
ん
の
声
を
も
と
に
、市
議
会
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
多
田
　
伸
治
）

※開始時間は予定です。

パパＩターン★ママUターン
★ボク産まれた～ん★ 
『新しい時代！ 希望の光』

市
議
会
だ
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

表
彰

【
全
国
市
議
会
議
長
会
】

●
一
般
表
彰

　（
議
員
15
年
以
上
）

田
中
　
直
文

藤
田
　
厚

田
中
　
直
文

森
脇
　
悦
朗

●
感
謝
状

　（
評
議
員
）

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員（
任
期
４
年
）

市
富
　
保
志
・
河
原
　
正
義

小
西
　
一
成
・
坂
越
　
智
砂
江

高
橋
　
常
盤
・
植
田
　
逸
夫

船
津
　
洋
子
・
山
本
　
洋

●
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員（
任
期
４
年
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

補
充
員
の
選
挙

　
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

議員活動レポート
ヒラメの稚魚の
体験放流（５月２８日）
（建設厚生委員会）
　川波小学校５年生の児童７人、議員７
人が参加し、渡津町塩田海岸にて放流
を行いました。栽培漁業への理解を深
めることを目的としたものです。

波積ダム現地視察
（６月６日）
（波積ダム対策特別委員会）
　都治川流域の治水対策としての波積
ダムは本体工事が始まりました。令和4
年3月の完成予定です。
 

本会議

25 26 27 28 29 30 31

9/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土

全員協議会
9:30～

情報交換会

9:30～

本会議
（一般質問）
10:00～

本会議
（一般質問）
10:00～

本会議

10:00～

議員連絡会

9:30～

委員会
（総務文教）

9:30～

委員会
（決算特別）

9:30～

14:00～

協議会
（決算特別）

9:30～

委員会
（厚生建設）

9:30～

委員会
（予算）
9:30～

委員会
（決算特別）

9:30～

委員会
（決算特別）

9:30～

委員会
（議会運営）

15:00～
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